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合 気 道 新 聞 第６４６号平成２６年１１月１０日（１） （毎月１回１０日発行）

第
五
〇
回
関
西
学
生
合
気
道

演
武
大
会
は
十
月
十
八
日
、
京

都
市
旧
武
徳
殿
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
加
盟
校
二
十
五
の
う
ち

十
九
の
合
気
道
部
が
参
加
し

た
。
演
武
者
総
数
約
百
名
、
観

客
総
数
約
二
百
名
。
植
芝
充
央

本
部
道
場
道
場
長
代
行
を
お
招

き
し
、
柳
澤
健
二
大
阪
合
気
会

代
表
、
木
村
二
郎
大
阪
武
育
会

会
長
等
多
数
の
先
生
方
が
来
場

さ
れ
た
。

大
会
開
催
に
あ
た
り
、
主
催

者
関
西
学
生
合
気
道
連
盟
の
矢

野
勝
委
員
長
は
大
会
に
参
加
し

た
人
々
に
感
謝
の
意
を
伝
え
、

「
こ
の
演
武
大
会
が
続
い
て
来

た
の
は
本
部
道
場
の
先
生
方
、

日
々
学
生
を
見
守
り
指
導
し
て

下
さ
る
先
生
方
の
協
力
が
あ
っ

た
こ
と
。
そ
し
て
何
よ
り
も
学

生
が
懸
命
に
合
気
道
に
取
り
組

ん
で
き
た
結
果
で
す
」
と
述
べ

た
。そ

の
後
植
芝
充
央
先
生
か
ら

「
第
五
〇
回
と
い
う
記
念
す
べ

き
と
き
に
来
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
今
が
あ
る
の
は
、
歴
代
の

委
員
長
や
指
導
者
の
方
、
そ
し

て
学
生
の
皆
さ
ん
等
た
く
さ
ん

の
方
々
の
努
力
が
あ
っ
て
今
に

至
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
下
さ

い
」
と
挨
拶
が

あ
っ
た
。

演
武
で
は
、

各
合
気
道
部
が

日
頃
の
稽
古
の

成
果
を
存
分
に

発
揮
し
て
、
学

生
ら
し
い
活
気

あ
る
演
武
を
披

露
し
た
。
ま
た

賛
助
演
武
で
は

北
海
道
学
生
合

気
道
連
盟
、
東

北
学
生
合
気
道

連
盟
、
関
東
学

生
合
気
道

連

盟
、
中
部
学
生

合
気
道
連
盟
、

中
・
四
国
学
生

合
気
道
連

盟

と
、
全
て
の
学

生
連
盟
が
参
加

し
、
学
連
全
体

で
会
場
を
盛
り

上
げ
た
。

学
生
の
演
武

が
終
了
し
た
あ

と
、
植
芝
充
央

先
生
に
よ
る
模

範
演
武
が
行
わ
れ
た
。
基
本
技

を
中
心
と
し
た
先
生
の
演
武
は

学
生
達
を
魅
了
し
、
先
生
方
の

息
遣
い
が
聞
こ
え
る
ほ
ど
、
会

場
の
全
員
が
先
生
の
技
を
一
つ

も
見
逃
す
ま
い
と
息
を
殺
し
真

剣
な
眼
差
し
を
送
っ
て
い
た
。

学
生
達
に
と
っ
て
、
他
の
合

気
道
部
の
演
武
を
見
る
機
会
や

本
部
道
場
の
先
生
の
演
武
を
見

る
機
会
は
多
く
な
い
。
本
大
会

は
そ
れ
ら
の
機
会
が
設
け
ら
れ

て
い
る
貴
重
な
場
で
あ
る
。
そ

し
て
な
に
よ
り
、
自
分
た
ち
の

稽
古
し
て
き
た
成
果
を
た
く
さ

ん
の
先
生
方
、
そ
し
て
同
じ
く

合
気
道
を
志
す
仲
間
に
見
て
も

ら
え
る
最
高
の
舞
台
で
あ
る
。

こ
の
舞
台
で
演
武
を
す
る
た
っ

た
三
分
間
は
、
学
生
達
に
と
っ

て
何
十
時
間
の
稽
古
よ
り
も
学

べ
る
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
関
西
学
生
合
気
道
連
盟

は
こ
れ
か
ら
も
学
生
達
に
こ
の

よ
う
な
場
を
与
え
、
加
盟
校
一

丸
と
な
り
関
西
の
合
気
道
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。（
関

西
学
生
合
気
道
連
盟

委
員
長

矢
野

勝
）

植芝本部道場長代行による模範演武

植芝道主の指導に見入る参加者

道

歌

立
ち
向
か
ふ

剣
の
林
を

導
く
に

こ

た
て

小
楯
は
敵
の

心
と
ぞ
知
れ

第
四
二
回
中
・
四
国
学
生
合

気
道
連
盟
演
武
大
会
は
十
月
四

日
午
後
一
時
よ
り
、
広
島
県
の

広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
。

栗
林
孝
典
本
部
道
場
指
導
部

師
範
を
お
招
き
し
、
ま
た
、
大

会
顧
問
と
し
て
、
中
村
克
也
山

口
合
気
会
会
長
、
壬
生
川
道
晃

正
武
会
師
範
、
深
江
政
美
広
島

大
学
体
育
会
合
氣
道
部
師
範
、

長
久
逸
県
立
広
島
大
学
合
気
道

部
師
範
が
来
場
さ
れ
た
。

主
催
者
の
中
・
四
国
学
生
合

気
道
連
盟
委
員
長
神
�
弘
樹
委

員
長
は
、
演
武
大
会
に
参
加
し

た
人
々
に
感
謝
の
意
を
述
べ
た

上
で
「
今
後
と
も
中
・
四
国
学

連
の
発
展
の
為
に
学
生
一
同
一

致
団
結
し
て
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
栗
林
師
範
か
ら
「
稽

古
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、

学
生
ら
し
い
演
武
を
し
て
ほ
し

い
」
と
の
挨
拶
の
後
、
演
武
が

始
ま
っ
た
。

演
武
に
は
十
三
大
学
八
十
七

名
の
参
加
の
他
、
賛
助
演
武
と

し
て
関
東
学
生
合
気
道
連
盟
、

中
部
学
生
合
気
道
連
盟
、
関
西

学
生
合
気
道
連
盟
の
参
加
が
あ

っ
た
。
各
大
学
、
日
ご
ろ
の
稽

古
の
成
果
を
存
分
に
思
わ
せ
る

演
武
が
行
わ
れ
た
。
最
後
は
栗

林
本
部
道
場
指
導
部
師
範
に
よ

る
模
範
演
武
で
大
会
は
締
め
く

く
ら
れ
た
。

演
武
大
会
終
了
後
、
場
所
を

移
し
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。
演

武
大
会
は
学
生
の
力
強
さ
と
勢

い
を
感
じ
、
成
功
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
た
。

栗林師範の演武

平
成
二
十
六
年
度
植
芝
盛
平

翁
顕
彰
会
主
催
の
「
植
芝
盛
平

翁
の
故
郷
を
訪
ね
て
」
が
十
月

十
八
、十
九
日
の
両
日
、和
歌
山

県
田
辺
市
に
て
行
わ
れ
た
。
後

援
は
（
公
財
）
合
気
会
、
和
歌

山
県
合
氣
道
連
盟
、
田
辺
観
光

協
会
、
公
益
社
団
法
人
龍
神
観

光
協
会
、中
辺
路
町
観
光
協
会
、

大
塔
観
光
協
会
、
熊
野
本
宮
観

光
協
会
、
田
辺
市
体
育
連
盟
、

龍
神
村
体
育
協
会
、
中
辺
路
地

区
体
育
協
会
、
大
塔
地
区
体
育

協
会
、
本
宮
体
育
振
興
協
会
、

株
式
会
社
紀
伊
民
報
、
Ｆ
Ｍ

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｅ
、和
歌
山
放
送
。

ま
ず
、
十
月
十
八
日
午
後
二

時
半
か
ら
田
辺
市
立
武
道
館
に

て
小
谷
佑
一
本
部
道
場
指
導
部

指
導
員
の
指
導
で
少
年
の
部
講

習
会
が
行
わ
れ
た
。
合
気
道
が

正
課
の
授
業
と
な
っ
て
い
る
明

洋
中
学
校
も
参
加
し
、
約
六
十

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

午
後
四
時
か
ら
植
芝
守
央
合

気
道
道
主
特
別
講
習
会
が
行
わ

れ
、
十
五
道
場
か
ら
約
百
三
十

名
が
参
加
し
た
。
植
芝
道
主
は

基
本
技
を
中
心
に
指
導
さ
れ
、

す
べ
て
の
技
の
体
捌
き
は
繋
が

っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、
入

り
身
、
転
換
、
丸
い
捌
き
の
大

切
さ
を
指
導
し
た
。

講
習
会
終
了
後
、
ガ
ー
デ
ン

ホ
テ
ル
ハ
ナ
ヨ
に
て
道
主
を
囲

ん
で
の
交
流
会
が
開
か
れ
た
。

会
の
初
め
に
は
田
辺
市
立
新
庄

中
学
校
の
生
徒
が
合
気
道
の
授

業
の
成
果
と
し
て
演
武
を
披
露

し
た
。

十
九
日
は
、
植
芝
盛
平
翁
を

偲
ぶ
会
が
開
祖
菩
提
寺
の
高
山

寺
で
行
わ
れ
た
。
曽
我
部
大
剛

住
職
の
読
経
の
中
、
植
芝
道
主

夫
妻
を
始
め
約
百
名
の
参
拝
者

が
焼
香
し
、
法
要
後
に
墓
参
し

た
。そ

の
後
、
第
八
回
和
歌
山
県

合
氣
道
連
盟
演
武
大
会
が
紀
南

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
行
わ

れ
た
。
十
六
道
場
か
ら
約
二
百

名
が
演
武
を
行
い
、
四
年
に
一

度
の
和
歌
山
県
合
氣
道
連
盟
の

演
武
会
は
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

美
し
い
紅
葉
の
中
、
十
月
十

八
日
、
十
九
日
に
本
部
道
場
指

導
部
櫻
井
寛
幸
師
範
を
お
迎
え

し
、
北
海
道
合
気
道
連
盟
の
秋

季
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。北

海
道
各
地
よ
り
一
四
六
名

が
千
歳
市
総
合
武
道
館
に
集
ま

り
、
二
日
間
に
わ
た
り
師
範
の

一
挙
手
一
投
足
に
目
を
見
張

り
、
学
ぼ
う
と
す
る
熱
気
で
北

国
の
気
温
も
上
昇
し
た
か
と
思

わ
れ
ま
し
た
。

基
本
的
な
技
を
中
心
に
、
繋

が
り
を
大
切
に
し
た
小
手
返

し
、
後
ろ
両
手
取
り
の
身
体
の

抜
く
方
向
、
横
面
打
ち
な
ど
、

一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
ご
指
導
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

時
間
の
経
つ
の
が
早
く
感
じ

ら
れ
、
限
り
あ
る
時
間
を
集
中

し
て
稽
古
に
汗
し
、老
若
男
女
、

白
帯
も
黒
帯
も
受
け
を
と
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
緊
張
し
た
表
情

の
後
は
少
し
満
足
気
な
う
れ
し

そ
う
な
顔
つ
き
に
な
る
の
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
「
合
気
道
っ
て

楽
し
い
」
と
声
に
は
出
さ
ず
と

も
わ
か
り
ま
す
。

十
八
日
の
懇
親
会
に
お
い
て

は
師
範
を
囲
み
楽
し
い
時
間
を

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
懐
か
し
い
道
友
と

の
再
会
や
出
会
い
に
感
謝
し
、

ま
た
ひ
と
つ
、
合
気
道
が
好
き

に
な
り
ま
し
た
。

（
札
幌
合
気
道
会

佐
藤

ま

ゆ
み
）

指導する桜井師範

稽
古
し
て
汗
を
か

い
て
も
爽
や
か
な
季

節
と
な
っ
た
。
こ
の

時
期
は
合
気
道
の
講

習
会
、
研
修
会
や
演

武
会
な
ど
が
目
白
押

し
で
あ
る
。
本
部
道
場
の
先
生

方
も
海
外
を
含
め
文
字
通
り
東

奔
西
走
で
あ
る
。

日
本
武
道
館
で
は
開
館
五
十

周
年
の
記
念
式
典
と
日
本
武
道

祭
が
行
わ
れ
た
。
天
皇
・
皇
后

両
陛
下
の
ご
臨
席
を
頂
き
、
各

武
道
の
演
武
が
披
露
さ
れ
た
。

し
か
し
、
柔
道
、
剣
道
、
相
撲
、

空
手
道
と
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
両

陛
下
の
ご
退
席
と
な
っ
た
。
合

気
道
を
ご
覧
に
な
ら
れ
ず
残
念

で
あ
っ
た
。
合
気
道
で
は
金
澤

師
範
並
び
に
栗
林
師
範
の
そ
れ

ぞ
れ
投
げ
技
、
固
め
技
の
基
本

技
に
続
き
植
芝
充
央
本
部
道
場

長
代
行
の
華
麗
な
自
由
技
が
披

露
さ
れ
た
。
万
雷
の
拍
手
が
合

気
道
の
演
武
の
素
晴
ら
し
さ
を

物
語
っ
て
い
た
。
武
道
祭
の
あ

と
の
祝
賀
会
で
、
安
倍
総
理
が

武
道
は
我
が
国
が
世
界
に
誇
る

伝
統
文
化
で
あ
る
こ
と
を
祝
辞

の
中
で
強
調
し
て
お
ら
れ
た
。

先
日
、
上
野
の
東
京
国
立
博

物
館
を
訪
れ
た
。
伝
統
文
化
の

結
晶
と
も
言
え
る
国
宝
の
数
々

が
見
ら
れ
る
日
本
国
宝
展
が
開

催
中
で
あ
る
。
今
回
の
国
宝
展

で
は
「
祈
り
、
信
じ
る
力
」
が

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
縄
文

時
代
の
「
土
偶
」
か
ら
は
人
智

の
及
ば
ぬ
力
を
信
仰
し
て
い
た

様
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
教
科
書

で
も
学
ん
だ
奈
良
・
法
隆
寺
の

「
玉
虫
厨
子
（
た
ま
む
し
の
ず

し
）
」
の
精
緻
な
装
飾
や
仏
教

絵
画
が
圧
倒
的
な
存
在
感
を
示

し
て
い
た
。
良
い
機
会
な
の
で

法
隆
寺
宝
物
館
も
訪
れ
た
。
東

京
国
立
博
物
館
の
敷
地
内
で
正

門
か
ら
入
っ
て
左
手
に
常
設
さ

れ
て
い
る
。
聖
徳
太
子
ゆ
か
り

の
国
宝
灌
頂
幡
（
か
ん
じ
ょ
う

ば
ん
）
な
ど
が
見
ら
れ
た
。

日
本
古
来
の
職
人
芸
と
も
言

う
べ
き
技
術
の
粋
が
彫
刻
や
絵

画
や
建
築
の
国
宝
に
見
ら
れ

る
。
現
在
の
日
本
の
科
学
技
術

の
高
さ
も
伝
統
文
化
の
お
蔭
で

あ
ろ
う
か
。

（
可
児

晋
）

関関

西西

学学

連連

全全国国各各地地でで秋秋のの演演武武盛盛んん

北北海海道道連連

田田辺辺でで道道主主特特別別講講習習会会

中中
・・
四四
国国
学学
連連
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合 気 道 新 聞 （２）平成２６年１１月１０日第６４６号

「
日
本
武
道
祭
」
が
、
十
月

五
日
午
後
二
時
よ
り
東
京
都
千

代
田
区
・
日
本
武
道
館
で
天
皇

・
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
、

開
催
さ
れ
た
。こ
の
催
し
は（
公

財
）
日
本
武
道
館
開
館
五
〇
周

年
を
記
念
し
た
も
の
で
あ
る
。

臼
井
日
出
男
（
公
財
）
日
本
武

道
館
理
事
長
の
開
式
の
辞
に
始

ま
り
、
松
永
光
（
公
財
）
日
本

武
道
館
会
長
の
主
催
者
挨
拶
、

高
村
正
彦
武
道
議
員
連
盟
会
長

の
来
賓
祝
辞
と
続
き
、
三
藤
芳

生
（
公
財
）
日
本
武
道
館
理
事

・
事
務
局
長
の
開
会
宣
言
の
後

各
道
演
武
へ
と
移
っ
た
。

第
一
部
、小
笠
原
流
弓
馬
術
、

柔
道
、
剣
道
、
相
撲
、
空
手
道

の
演
武
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で

両
陛
下
が
御
退
席
さ
れ
、
小
休

止
の
後
、
第
二
部
、
弓
道
、
合

気
道
、柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術
、

な
ぎ
な
た
、
少
林
寺
拳
法
、
銃

剣
道
、
次
い
で
日
露
武
道
交
流

記
念
と
し
て
ロ
シ
ア
連
邦
民
族

・
伝
統
武
道
団
の
招
待
演
武
が

行
わ
れ
、
合
気
道
は
金
沢
威
本

部
道
場
指
導
部
師
範
が
基
本
の

投
げ
技
、
栗
林
孝
典
本
部
道
場

指
導
部
師
範
が
基
本
の
抑
え

技
、
植
芝
充
央
本
部
道
場
長
代

行
が
自
由
演
武
を
披
露
し
た
。

最
後
に
森
重
流
砲
術
の
演
武
納

め
で
盛
況
裡
の
う
ち
に
幕
を
閉

じ
た
。

中央は天皇・皇后両陛下

平
成
二
十
六
年
度
千
葉
県

（
千
葉
市
）
地
域
社
会
武
道
指

導
者
研
修
会
は
、九
月
二
十
七
、

二
十
八
日
の
両
日
、
千
葉
県
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
武
道
館

で
行
わ
れ
た
。

本
研
修
会
は
千
葉
県
の
合
気

道
の
普
及
と
振
興
の
た
め
、
県

内
の
合
気
道
の
指
導
者
を
対
象

に
正
し
い
理
論
と
技
能
の
習
得

並
び
に
指
導
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、

千
葉
県
内
の
三
十
九
団
体
か
ら

参
段
以
上
の
約
二
百
六
十
名
が

参
加
し
た
。

二
十
七
日
は
九
時
半
か
ら
開

会
式
が
行
わ
れ
、
主
催
者
挨
拶

で
臼
井
日
出
男
日
本
武
道
館
理

事
長
は
「
武
道
を
し
っ
か
り
と

振
興
し
て
い
く
為
に
は
大
切
な

肝
と
な
る
指
導
者
の
育
成
が
大

事
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
講
師
代
表
挨
拶
で
栗
林

師
範
は
「
必
ず
次
の
世
代
に
残

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
日
本
伝

統
文
化
の
一
端
で
あ
り
ま
す
武

道
。
そ
の
一
つ
で
ご
ざ
い
ま
す

こ
の
合
気
道
を
皆
さ
ん
と
共
に

正
し
い
形
で
残
す
た
め
の
研
修

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

二
十
七
日
は
、
基
本
技
の
確

認
と
錬
成
で
中
央
講
師
と
し
て

栗
林
孝
典
本
部
道
場
指
導
部
師

範
、
櫻
井
寛
幸
本
部
道
場
指
導

部
師
範
、
地
元
講
師
と
し
て
千

葉
県
合
気
道
連
盟
会
長
�
橋
嗣

慶
師
範
が
指
導
さ
れ
た
。

二
十
八
日
は
基
本
技
の
応
用

と
し
て
栗
林
孝
典
師
範
、
櫻
井

寛
幸
師
範
、
銚
子
合
気
道
会
辻

信
明
師
範
に
よ
る
指
導
が
行
わ

れ
た
。
全
て
の
講
習
が
終
わ
り

閉
会
式
が
行
わ
れ
、
今
研
修
会

の
参
加
者
に
は
佐
々
木
敦
之
千

葉
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

所
長
よ
り
修
了
証
が
手
渡
さ
れ

た
。

武
道
館
開
館
５０
周
年
記
念

千葉

植芝本部道場長代行による演武

平
成
二
十
六
年
度
富
山
県

（
氷
見
市
）
地
域
社
会
指
導
者

研
修
会
（
主
催
�
公
益
財
団
法

人
日
本
武
道
館
、
全
国
都
道
府

県
立
武
道
館
協
議
会
、
公
益
財

団
法
人
合
気
会
、
公
益
財
団
法

人
富
山
市
体
育
協
会
、
富
山
県

営
富
山
武
道
館
・
主
管
�
富
山

県
合
気
道
連
盟
・
後
援
�
日
本

武
道
協
議
会
）が
、
十
月
十
二
、

十
三
日
の
二
日

間
、
富
山
県
氷

見
市
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
に
て
行
わ

れ
た
。

本
部
道
場
か

ら
は
宮
本
鶴
蔵

本
部
道
場
指
導

部
師
範
と
、
内

田
直
人
同
指
導

員
が
中
央
講
師

と
し
て
派
遣
さ

れ
た
。
ま
た
、

地
元
講
師
を
坂

本
龍
治
師
範
と

久
保
毅
五
段
が
務
め
た
。
富
山

合
気
道
連
盟
の
悠
風
館
・
道
文

館
・
富
山
合
気
会
・
弘
和
会
か

ら
五
十
六
名
が
参
加
。

十
時
か
ら
の
開
会
式
で
高
木

博
行
富
山
県
合
気
道
連
盟
理
事

長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
午
前

中
は
本
部
道
場
の
宮
本
鶴
蔵
師

範
、
内
田
直
人
指
導
員
に
よ
る

講
習
が
行
わ
れ
た
。
片
手
取
り

の
基
本
技
を
中
心
に
丁
寧
に
教

え
て
頂
い
た
。
午
後
か
ら
は
地

元
講
師
の
坂
本
龍
治
師
範
に
よ

り
技
の
掛
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
説

明
し
て
頂
き
、
そ
の
後
久
保
毅

五
段
に
よ
り
、
一
つ
一
つ
の
技

を
掛
け
る
間
合
い
の
取
り
方
等

の
稽
古
を
行
っ
た
。

翌
十
三
日
は
、
宮
本
鶴
蔵
師

範
、内
田
直
人
指
導
員
に
よ
り
、

座
技
、
片
手
、
諸
手
等
か
ら
の

体
捌
き
、
二
人
掛
け
な
ど
基
本

技
か
ら
応
用
技
ま
で
を
指
導
さ

れ
た
。

講
習
会
後
、
閉
会
式
が
行
わ

れ
、
宮
本
鶴
蔵
師
範
よ
り
「
合

気
道
の
普
段
の
稽
古
の
姿
勢
と

心
構
え
に
つ
い
て
自
分
た
ち
が

付
い
て
い
る
指
導
者
に
稽
古
を

通
じ
て
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
講
評
を
頂
い
た
。
そ
の

後
高
木
博
行
理
事
長
よ
り
受
講

者
に
修
了
証
が
授
与
さ
れ
た
。

最
後
に
高
木
理
事
長
よ
り
「
来

年
の
再
開
を
誓
い
」
研
修
会
は

締
め
く
く
ら
れ
た
。

宮本師範による指導

指導する栗林師範

栃
木
県
地
域
社
会
合
気
道
指

導
者
研
修
会
が
、一
〇
月
一
八
、

一
九
日
の
二
日
間
、
大
澤
勇
人

本
部
道
場
指
導
部
師
範
及
び
徳

田
雅
也
指
導
員
を
お
迎
え
し
、

宇
都
宮
市
に
あ
る
栃
木
県
体
育

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
八
四

名
が
参
加
し
た
。

開
会
式
で
は
、
栃
木
県
合
気

道
連
盟
の
大
谷
英
男
会
長
が

「
今
年
は
県
合
気
道
連
盟
設
立

五
周
年
に
あ
た
り
、
本
研
修
会

は
連
盟
活
動
の
柱
。
来
年
も
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
と
挨
拶
。
栃
木
県
体
育
館

の
小
曽
戸
館
長
の
挨
拶
に
続

き
、
大
沢
師
範
か
ら
「
こ
の
研

修
会
が
皆
様
の
今
後
の
稽
古
の

あ
り
方
、
稽
古
の
指
導
の
仕
方

に
少
し
で
も
参
考
に
な
る
よ
う

に
で
き
た
ら
い
い
か
と
思
い
ま

す
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

一
八
日
の
研
修
で
は
、
後
受

身
の
指
導
法
、
足
の
構
え
方
、

入
身
転
換
な
ど
の
体
捌
き
と
、

こ
れ
に
続
く
技
へ
の
展
開
に
つ

い
て
指
導
が
あ
り
、
姿
勢
や
基

本
動
作
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

一
九
日
の
研
修
は
、
横
面
打

や
片
手
取
り
か
ら
展
開
す
る
応

用
技
。
熱
意
あ
ふ
れ
る
大
澤
師

範
の
指
導
に
、
参
加
者
も
前
日

の
疲
れ
を
忘
れ
稽
古
に
集
中

し
、
研
修
会
が
無
事
に
終
了
し

た
。

（
栃
木
県
合
気
道
連
盟
理
事
長

冨
士
田
邦
弘
）

第
五
回
愛
知
県
合
気
道
連
盟

記
念
講
習
会
は
、
植
芝
充
央
本

部
道
場
長
代
行
を
講
師
に
招

き
、
十
月
十
二
日
、
日
本
ガ
イ

シ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
台
風

の
迫
る
な
か
晴
天
に
め
ぐ
ま

れ
、
六
百
名
が
参
加
し
た
。

午
前
の
少
年
合
気
道
講
習
会

で
は
、
子
供
た
ち
の
元
気
な
声

が
大
き
な
ア
リ
ー
ナ
に
響
き
わ

た
り
、
午
後
の
一
般
合
気
道
講

習
会
で
は
、
大
人
た
ち
の
活
発

な
稽
古
が
九
百
畳
の
上
で
所
狭

し
と
行
わ
れ
た
。

植
芝
充
央
先
生
は
合
気
道
を

成
す
体
の
転
換
、
入
り
身
、
呼

吸
法
、
体
の
転
身
を
稽
古
の
始

め
に
示
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
中
心

に
稽
古
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者

は
先
生
の
一
挙
手
一
投
足
に
目

を
見
張
り
、
真
剣
に
稽
古
に
励

ん
だ
。
（
央
名
会
氣
守
道
場

鈴
木
篤
）

大
阪
府
合
気
道
連
盟
主
催
に

よ
る
第
四
回
大
阪
府
合
気
道
連

盟
講
習
会
は
、九
月
二
十
三
日
、

吹
田
市
立
武
道
館
「
洗
心
館
」

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
心
肺
蘇
生
及
び

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
に
つ
い
て
の

救
急
救
命
実
技
講
習
会
を
、
吹

田
市
立
消
防
本
部
北
消
防
署
よ

り
三
名
の
講
師
を
迎
え
、
六
十

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
万
が
一
稽
古
中
に
事
故
が

発
生
し
た
際
の
対
応
と
し
て
真

剣
に
取
り
組
み
、
「
稽
古
よ
り

疲
れ
た
」
と
の
感
想
も
あ
り
ま

し
た
。
来
年
以
降
も
実
施
す
る

予
定
で
す
。

午
後
か
ら
の
講
習
会
、
演
武

大
会
に
先
立
ち
、開
会
式
で
は
、

阿
部
豊
雲
副
理
事
長
に
よ
る
開

会
の
辞
、
嶋
本
勝
行
理
事
長
に

よ
る
主
催
者
挨
拶
、
来
賓
と
し

て
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
中
村
じ

ゅ
史
吹
田
市
立
武
道
館
代
表
、

薮
内
啓
壽
奈
良
県
合
気
道
連
盟

専
務
理
事
か
ら
ご
祝
辞
を
賜

り
、
須
磨
弘
実
行
委
員
長
か
ら

大
会
諸
事
項
説
明
が
有
り
ま
し

た
。講

習
会
は
、
前
半
を
合
気
道

研
修
会
道
場
の
山
本
益
司
郎
先

生
、
後
半
を
合
気
道
天
心
道
場

の
藤
谷
美
也
子
先
生
が
担
当
、

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
八
団
体
二
五
〇
名
の
参
加
と

な
り
、普
段
の
稽
古
と
は
違
い
、

ご
指
導
頂
き
ま
し
た
技
や
合
気

道
に
対
す
る
姿
勢
を
参
加
者
一

同
研
鑽
出
来
た
、
有
意
義
な
会

と
な
り
ま
し
た
。

演
武
大
会
で
は
、
第
五
十
二

会
全
日
本
合
気
道
演
武
大
会
の

大
阪
府
代
表
の
指
導
者
演
武
で

は
じ
ま
り
、
団
体
・
道
場
演
武

（
十
三
団
体
）、
師
範
演
武
（
十

二
団
体
）
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
真
剣
な
演
武
に
対

し
、
演
武
が
終
わ
る
度
に
大
き

な
拍
手
が
わ
き
起
こ
る
盛
大
な

会
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
木
村
二
郎
副
理
事
長

に
よ
る
閉
会
の
辞
が
行
わ
れ
、

大
き
な
怪
我
も
無
く
無
事
に
終

了
致
し
ま
し
た
。
（
大
阪
府
合

気
道
連
盟
参
与

今
泉
恵
）

植芝本部道場長代行による指導 大澤師範による呼吸法

救急救命に真剣に取り組んだ

高
校
の
中
・
四
国
地

区
合
同
講
習
会
開
く

全
国
高
等
学
校
合
気
道
連
盟

の
交
流
推
進
事
業
の
一
環
と
し

て
、
中
・
四
国
地
区
合
同
講
習

会
が
十
月
十
九
日
、
広
島
県
東

広
島
市
運
動
公
園
武
道
場
で
開

催
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
は
全
国
高
等
学
校

合
気
道
連
盟
加
盟
校
の
合
気
道

技
法
の
基
礎
的
技
術
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
合
気
道
理
念
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

参
加
者
は
地
元
東
広
島
市
の

広
島
県
立
西
条
農
業
高
校
や
地

元
の
関
連
道
場
か
ら
の
参
加
者

を
含
め
、
約
六
十
三
名
。

桂
田
英
路
本
部
道
場
指
導
部

師
範
を
講
師
と
し
て
迎
え
、
午

前
、
午
後
の
二
回
に
わ
た
り
二

時
間
ず
つ
行
わ
れ
、
身
体
の
使

い
方
、
技
の
考
え
方
等
を
主
体

に
稽
古
が
行
わ
れ
た
。
爽
や
か

な
秋
晴
れ
の
な
か
、
合
気
道
の

将
来
を
担
う
若
者
が
、
一
生
懸

命
に
稽
古
し
た
。

「「
日日
本本
武武
道道
祭祭
」」

武武
道道
指指
導導
者者
研研
修修
会会

≪富
≪山

で
指
導
者

≫研
≫修
≫会

栃栃
木木
のの
指指
導導
者者
研研
修修
会会
にに
８８４４
名名

愛愛知知県県連連がが記記念念講講習習会会大
阪
府
連
が
講
習
会
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合 気 道 新 聞 第６４６号平成２６年１１月１０日（３）

日
・
ス
イ
ス
修
好
条
約
締
結

百
五
十
周
年
記
念
行
事
の
一
環

と
し
て
特
別
記
念
講
習
会
・
演

舞
大
会
は
、
九
月
二
十
七
日
か

ら
九
月
二
十
九
日
に
、
ス
イ
ス

の
サ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
に
て
、

植
芝
充
央
合
気
道
本
部
道
場
長

代
行
を
招
き
、
ス
イ
ス
合
気
会

（
会
長
：
ネ
フ
・
ハ
ン
ス
ル
エ

デ
ィ
氏
）
を
主
管
に
開
催
さ
れ

た
。植

芝
本
部
道
場
長
代
行
に
よ

る
講
習
は
、
二
十
七
日
と
二
十

八
日
の
二
日
間
、
午
前
と
午
後

に
約
二
時
間
ず
つ
、
サ
ン
ク
ト

・
ガ
レ
ン
市
立
中
央
体
育
館
に

て
行
わ
れ
、
参
加
者
は
約
四
百

五
〇
名
と
な
っ
た
。
国
外
か
ら

は
、
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、

イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
シ
リ

ア
、
ボ
リ
ビ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
サ
ン
マ
リ
ノ
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
カ
ナ
ダ
か

ら
も
駆
け
付
け
た
。
植
芝
本
部

道
場
長
代
行
は
、
基
本
的
な
技

を
中
心
に
二
日
間
の
講
習
を
展

開
し
た
。
ま
た
二
十
七
日
の
午

後
、
稽
古
の
後
に
、
同
会
場
に

て
演
武
大
会
が
行
わ
れ
た
。

演
武
大
会
で
、
ネ
フ
会
長
が

代
表
者
と
し
て
挨
拶
を
し
、
そ

の
後
、
植
芝
本
部
道
場
長
代
行

は
「
開
祖
が
作
ら
れ
た
合
気
道

が
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
こ
の

ス
イ
ス
の
地
ま
で
広
が
り
、
理

解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
本
当
に

誇
り
に
思
い
ま
す
」
と
祝
辞
を

述
べ
た
。
演
武
は
ス
イ
ス
合
気

会
の
各
道
場
の
代
表
者
、
ま
た

賛
助
演
武
と
し
て
ス
イ
ス
合
気

道
フ
ェ
デ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
合
気

道
ス
イ
ス
の
代

表
者
ら
、
十
二

名
が
演
武
を
行

っ
た
。
ス
イ
ス

合
気
会
の
少
年

部
も
演
武
を
披

露
し
た
。
そ
し

て
大
会
の
最
後

に
、
植
芝
本
部

道
場
長
代
行
に

よ
る
総
合
演
武
が
行
わ
れ
、
大

会
は
無
事
に
閉
会
し
た
。
参
加

者
は
皆
、
二
日
間
の
充
実
し
た

稽
古
、
ま
た
演
武
大
会
に
満
足

し
て
い
た
。演
武
大
会
終
了
後
、

同
市
内
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

ホ
テ
ル
に
て
植
芝
本
部
道
場
長

代
行
を
囲
ん
で
の
懇
親
会
が
行

わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
二
十
九
日
に
は
、

在
ス
イ
ス
日
本
国
大
使
公
邸
館

に
訪
問
し
、
会
食
を
行
っ
た
。

前
田
隆
平
在
ス
イ
ス
日
本
国
大

使
館
特
命
全
権
大
使
夫
妻
、
寺

岡
敬
参
事
官
、
長
�
雅
裕
一
等

書
記
官
、
植
芝
本
部
道
場
長
代

行
、
ネ
フ
会
長
ら
が
列
席
し
、

合
気
道
の
歴
史
、
ス
イ
ス
で
の

合
気
道
の
軌
跡
に
つ
い
て
語
ら

れ
、和
や
か
な
会
食
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
今
回
の
植
芝
本
部

道
場
長
代
行
の
ス
イ
ス
出
張

は
、普
段
別
々
の
道
場
の
た
め
、

一
緒
に
稽
古
を
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
で
あ
ろ
う
会
員
が
、
ス

イ
ス
だ
け
の
会
員
に
留
ま
ら

ず
、
共
に
汗
を
流
し
、
交
流
を

深
め
、
合
気
道
の
輪
を
大
き
く

す
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
強
く

感
じ
た
。

（
本
部
道
場
指
導
部
指
導
員

徳
田
雅
也
）

技をきめる植芝本部道場長代行

大澤師範の入身投げ

カ
ナ
ダ
合
気
道
連
盟
の
秋
講

習
会
は
九
月
二
十
六
日
か
ら
三

日
間
、
大
澤
勇
人
本
部
道
場
指

導
部
師
範
を
お
迎
え
し
、
ト
ロ

ン
ト
の
日
系
文
化
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
習
会
に
は
カ
ナ

ダ
の
全
域
と
米
国
か
ら
約
二
〇

〇
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

二
〇
一
一
年
に
行
わ
れ
た
、

秋
の
ト
ロ
ン
ト
講
習
会
以
来
、

定
期
的
に
大
澤
先
生
を
カ
ナ
ダ

合
気
道
連
盟
の
講
習
会
に
お
招

き
し
て
い
ま
す
。
先
生
と
顔
見

知
り
に
な
っ
た
会
員
は
、
先
生

の
一
挙
手
一
投
足
を
も
逃
さ
な

い
よ
う
に
集
中
し
て
い
る
光
景

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

今
回
初
め
て
参
加
し
た
白
帯
の

方
々
も
、
先
生
か
ら
直
接
に
手

を
取
っ
て
教
え
を
頂
き
、
今
後

の
励
み
に
な
る
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

講
習
会
の
最
後
の
時
間
に

は
、
日
系
文
化
会
館
の
合
気
道

教
室
に
通
う
子
供
た
ち
十
五
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
先
生
は
今

ま
で
に
な
く
ニ
コ
ニ
コ
と
技
を

見
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

講
習
会
は
あ
っ
と
言
う
間
に

終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
感
じ
で

す
。
来
年
の
夏
合
宿
は
、
ト
ロ

ン
ト
で
行
わ
れ
ま
す
。
今
か
ら

皆
が
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。（
中
村
ゆ
み
）

左２人目からネフ・スイス合気会会長、前田特命
全権大使、植芝本部道場長代行、大使夫人

タ
イ
国
合
気
道
協
会
は
九
月

十
九
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
深

草
基
弘
師
範
の
在
タ
イ
国
五
〇

周
年
記
念
セ
ミ
ナ
ー
大
会
「O

ne
A

rt,T
hree

Senseis,50
Y

ears

」
を
開
催
し
た
。
本
大

会
に
は
タ
イ
国
内
か
ら
一
二
〇

名
、
国
外
か
ら
は
近
隣
は
言
う

に
及
ば
ず
、
中
東
、
欧
州
、
日

本
な
ど
も
含
め
て
一
八
ヶ
国
か

ら
一
五
〇
人
が
参
加
し
た
。

タ
イ
国
へ
の
合
気
道
普
及

は
、
一
九
六
四
年
に
深
草
基
弘

先
生
が
大
学
を
卒
業
す
る
や
、

単
身
赴
い
て
始
ま
っ
た
。
こ
の

年
、
日
本
は
国
中
が
東
京
五
輪

の
開
催
に
湧
き
上
が
る
が
、
フ

ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て

タ
イ
に
、
後
に
師
範
と
な
る
故

田
村
信
喜
、
山
田
嘉
光
、
深
草

基
弘
の
若
き
三
氏
が
飛
び
立
た

れ
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ
れ

ら
三
師
範
の
心
血
を
注
い
だ
海

外
活
動
五
〇
周
年
を
記
念
し
た

も
の
で
あ
る
。

深
草
師
範
は
、
タ
イ
国
体
育

ア
カ
デ
ミ
ー
、
陸
軍
幼
年
学
校

お
よ
び
士
官
学
校
、
国
家
警
察

機
動
隊
な
ど
へ
指
導
を
し
つ

つ
、
一
般
社
会
人
・
学
生
ら
の

間
に
普
及
を
は
か
っ
て
き
た
。

そ
の
道
は
決
し
て
平
た
ん
な
も

の
で
は
な
く
、
数
多
く
の
苦
難

を
乗
り
越
え
て
今
日
に
至
っ
た

も
の
で
あ
る
と
想
像
す
る
。
一

九
六
八
年
に
は
現
国
王
・
王
妃

両
陛
下
の
御
前
に
て
演
武
を
行

っ
て
い
る
。

本
大
会
の
メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
師
範
に
よ
る
セ
ミ
ナ

ー
は
、
初
日
（
二
十
日
）
に
深

草
師
範
を
皮
切
り
に
ジ
ョ
ー
ジ

・
チ
ャ
ン
師
範
（
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
）
、
峰
岸
睦
子
師
範
（
グ
ア

ム
）
、
ピ
エ
ー
ル
・
ゲ
ラ
イ
ツ

師
範
（
オ
ラ
ン
ダ
）
、
山
田
淳

師
範
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
が
、
ま

た
第
二
日（
二
十
一
日
）に
は
、

船
越
光
雄
師
範
（
山
形
県
）
、

工
藤
剛
師
範
（
ラ
オ
ス
）
、
荒

井
俊
幸
師
範
（
群
馬
県
）
が
行

い
、
各
国
参
加
者
は
と
も
に
汗

を
流
し
た
。
第
二
日
午
後
に
は

参
加
国
ご
と
に
参
加
者
の
演
武

が
行
わ
れ
、
稽
古
の
成
果
を
披

露
し
あ
っ
た
の
に
続
き
、
各
師

範
の
演
武
が
行
わ
れ
た
。

大
会
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
、
長
年
、
深
草
師
範
を
支
援

し
て
き
た
元
陸
軍
司
令
官
、
後

最
高
司
令
官
ス
チ
ン
ダ
大
将
が

参
列
さ
れ
た
ほ
か
深
草
師
範
の

母
校
で
あ
る
亜
細
亜
大
学
学
長

・
池
島
政
広
氏
、在
タ
イ
国
日
本

大
使
館
の
総
領
事
ら
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。ま
た
、深
草
師

範
の
恩
師
で
あ
る
故
田
村
師
範

の
瑠
美
子
夫
人
、
深
草
師
範
と

親
交
の
あ
っ
た
故
藤
田
昌
武
師

範
の
照
子
夫
人
ら
が
、
ご
主
人

で
あ
る
両
師
範
と
の
親
交
に
か

か
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
祝

辞
を
披
露
さ
れ
、
参
加
者
を
な

ご
ま
せ
た
。
最
後
に
、
深
草
師

範
か
ら
今
日
ま
で
頑
張
っ
て
こ

ら
れ
た
の
も
多
く
の
合
気
道
の

諸
先
生
方
や
道
友
の
支
援
の
賜

物
で
あ
る
と
の
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。

今
で
こ
そ
合
気
道
は
九
五
ヵ

国
で
一
五
〇
万
人
が
稽
古
す
る

武
道
に
成
長
し
た
が
、
そ
の
陰

に
は
海
外
に
先
駆
け
て
渡
っ
た

深
草
師
範
ら
の
研
鑽
と
努
力
の

賜
物
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
た

い
。
（
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｃ
合
気
道
部

要
田
正
治
）

私
（
栗
林
）
は
十
月
九
日
か

ら
十
四
日
ま
で
、
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
合
気
会
合
気
道
連
合
主

催
の
講
習
会
指
導
の
た
め
、
例

年
通
り
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共

和
国
の
首
都
バ
ク
ー
市
を
訪
問

し
た
。
世
界
最
大
の
湖
カ
ス
ピ

海
に
面
し
た
バ
ク
ー
は
、
油
田

や
天
然
ガ
ス
採
掘
で
賑
わ
う
豊

か
な
街
で
あ
り
、
各
国
の
石
油

関
係
の
会
社
が
多
く
進
出
し

て
、
い
ず
れ
の
建
物
も
と
て
も

モ
ダ
ン
で
華
や
か
な
印
象
が
あ

る
。講

習
会
は
、
十
月
十
日
夜
か

ら
十
二
日
ま
で
計
五
回
の
稽
古

に
、
三
十
名
程
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
ロ
シ
ア
か
ら
の

参
加
者
も
あ
り
、
例
年
以
上
に

活
気
あ
る
稽
古
と
な
っ
た
。
更

に
、
今
年
か
ら
新
た
な
道
場
も

オ
ー
プ
ン
し
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
に
お
け
る
合
気
道
の
本
拠

地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
施
設

は
元
来
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で

盛
ん
な
柔
道
の
た
め
の
施
設
で

あ
る
が
、
合
気
道
に
も
開
放
さ

れ
、
こ
の
施
設
が
出
来
た
事
に

よ
っ
て
、
毎
日
稽
古
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
と
の
事
で
あ

る
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
も
こ
の

施
設
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
が
、

バ
ク
ー
の
中
心
で
官
庁
街
に
近

く
、
地
下
鉄
の
駅
も
徒
歩
数
分

で
あ
り
、
五
階
建
て
の
建
物
に

四
つ
の
道
場
を
持
ち
、
宿
泊
施

設
ま
で
備
え
た
、
素
晴
ら
し
い

環
境
で
あ
っ
た
。

稽
古
は
例
年
同
様
に
基
本
を

中
心
に
、各
技
法
は
勿
論
の
事
、

初
心
者
指
導
に
関
し
て
も
注
意

を
払
い
な
が
ら
行
な
っ
た
。
土

曜
日
に
行
わ
れ
た
審
査
で
は
、

新
た
に
二
名
の
初
段
と
そ
れ
ぞ

れ
一
名
づ
つ
の
弐
段
と
四
段
が

誕
生
し
た
。

今
後
は
会
員
の
増
加
と
共

に
、
指
導
法
の
確
立
や
、
若
手

指
導
者
の
育
成
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
の
合
気
道
家
達
は
大
変
前
向

き
で
あ
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る

発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

（
本
部
道
場
指
導
部
師
範

栗

林
孝
典
）

日日
・・
スス
イイ
スス
修修
好好
１１５５００
周周
年年

カナダ秋季講習会

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で
講
習
会

深深
草草
師師
範範
、、在在
タタ
イイ
国国
５５００
周周
年年
記記
念念
セセ
ミミ
ナナ
ーー
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【四段】

◆正心会�秋山孝◆高知合気道グループ

�沖田聡◆瀧田塾�植田真一◆一宮合気

会�山田�信◆京都合気会�山田由美◆

宮崎合気道会�鬼塚直行◆合気道神戸�
鳴嶋保雄◆杉並合気会�J.Cavazos◆多田

塾�石田大樹◆大阪武育会�津村徳道◆

法務省合気道部�越川昇◆北総合気会�
R.Schiks◆神武塾�津野利雄◆合気道翔

道会�田村徹◆寒川合気会�粂田達雄◆

清心館道場�附田舞、石原勇二◆合気道

楽々健身倶楽部�郷本隆之、松尾旨之◆

明治大学教職員合気道クラブ�横山大輔

◆AUSTRIA�B.Wintersteller◆U.S.A．�
D.Burch、T.Vazquez、S.Riotto、M.Murray、
S. Tomlin 、 G. Clementi 、 G. Johnson ◆

FRANCE�T.Thaler、E.Aupetit、A.Feney-
rols、A.Sorrenti、J.Mallet◆FINLAND�A.
Kauttu◆ARGENTINA�M.Quinonez◆中

国��悦◆ POLAND�A. Radecki、A.
Walczuch◆U.K．�晋雅代、Z.Fairbanks
◆TURKEY�C.Yuksel◆GERMANY�N.
Wallner◆ITALY�R.Scigliano、R.Tavo-
lazzi◆SOUTH AFRICA�C.Beyers
【参段】

◆本部道場�新澤亜希◆茅ヶ崎合気会�
武部真人◆鍬守道場�頂真弓、富樫由美

子◆高伝館�小川誠二◆宮崎合気道会�
日�正史、谷口吉充、前田義明◆合気道

千葉千種道場�S.Goharzay、E.Hajsamadi、
M.Goharzay◆合気道石芯塾�三室洋、土

屋朱里、石原匡師、小島健昭、長谷川佳

代子◆祥平塾�川島広、クポ・ジェレミ

◆杉並合気会�T.Kikos◆正心会�延本

和浩◆多田塾�長元由紀夫、大塚隆生、

葛西重治◆大阪合気会�早川豊佳寿、河

原豊和、�田竜也◆大阪武育会�北尾真

司、筑波秀男◆兵庫合気会�山田耕造◆

如水合気道研鑽会�千束昭博◆合氣道志

正館�須原香子◆明治大学教職員合気道

クラブ�横山明子、鈴木一平◆CZECH
�H.Benes、H.Kvasnakova◆U.S.A�V.
Fanning、W.Fanning、R.Friedman、G.Car-
roll、B.Tawney、T.Hickey、C.Schrader、
E. Atkinson 、 M. Imbuido 、 J. Crist 、 J.
Puskarich、A.Maniwa、W.Shindell、M.Gra-
ber、J.Sofen◆LEBANON�C.Kesrouani◆
AUSTRIA�H. Smetanig◆POLAND�G.
Duda、K.Machnik◆SWEDEN�彭偉康、

J.Larsson、M.Mathiasen◆BULGARIA�A.
Isakova◆FRANCE�S.Durchon、J.Carras-
cal、A.Feneyrols、W.Joseph、A.Giaveropou-
lou、J.Mallet◆FINLAND�M.Lindevall◆
COSTA RICA�C. Villalobos◆ARGEN-
TINA�J.Suarez、A.Juarez、A.Heredia、F.
Dib、M.Vecchietti、S.Sosa、G.Sirianni、
L.Antonowicz◆U.K．�R.Lace、P.Helm-
bold 、 H. Robertson ◆ GERMANY � J.
Fiedler、W.Ruff、K.Russ、P.Schuberth◆
NETHERLANDS�J.Stoute◆ITALY�A.
Casali、C.Ferrara、A.Rass、A.Sareri

【弐段】

◆本部道場�稲森岳央◆茨城支部道場�
稲垣宏明◆高知合気道グループ�長谷川

義博◆瀧田塾�鈴木栄治◆人吉合気会�
上野貴幸◆秦野武産合気会�栗原大樹◆

愛結会�杉本同幹、橋本真希◆吉照塾�
立花淳◆京都合気会�新優美、吉村批敏、

酒井健志、山本仁士、山本博◆皇道館�
B.Biggers、D.Self、C.Sriranganathan◆宮

崎合気道会�小城光章◆合気道千葉千種

道場�M.Abangar、M.Labbafi、M.Dehgahi、
S.Bassam、M.Irannejad◆尚武館�三上誠

一◆合気道石芯塾�内田喜裕、喜多晋、

田中拓真◆祥平塾�森浩晃、塘地正、藤

本淳一、土井脇由真、松田英二、小田文

生、亀井遼、永島弥生、松尾夏実◆合気

道神戸�毛利哲夫、松井諭、濱田剛志◆

神武館�内田浩二、木村恵理子、長谷川

善紀、辻井千里◆進藤道場�山崎並路◆

杉並合気会�S.Yoshimura、Z.Haimo◆正

心会�五味浩司◆青葉塾道場�鈴木洋一

郎◆多田塾�篠原拓嗣◆大阪合気会�七

條達弘、森田良明◆大阪武育会�宮本慎

也、�田健一、羽室研二◆辻堂道場�小

寺美穂、新井良典◆阿久比合気道�石川

天童◆等々力道場�M.Link◆武栄会�
政良江◆平塚合気会�鈴木敬子◆法務省

合気道部�田野尻猛◆央名会藤巻道場�
春田真希、谷口清香◆目黒道場�橋本宗

久◆神武塾�中谷幸夫、�垣博一、浦誠

知、D.Hilston◆兵庫合気会�清水晶、八

木優尚◆三菱養和会武道スクール合気道

塾�三原宏治◆相模合気会�篠崎通治◆

守清館�溝口紗夕◆如水合気道研鑽会�
白石久美子◆合気道楽々健身倶楽部�中

山貴宏、近藤健介◆宮城合気道真眼会�
菅野幹太◆一橋大学�山口奈月◆宮崎大

学合気道部�高岡良多◆早稲田大学�横

山大樹、伊藤竜太郎、春原卓也、阿部葵、

�井まゆ、野上香織、森佳乃◆大阪府立

大学女子合気道部�河田夏初◆桃山学院

大学�中山翔二、�田典幸◆日本大学生

産工学部�荒井悠考、橘川兼都、浅野洋

平、清水翔太◆日本大学合気道部�久保

悦美、久保木滉太、曽我大地◆名古屋大

学�金井健司、松原大貴◆皇學館大學�
永松侑樹、河合慧、森山優紀、澤辺歩、

�山さつき◆明治大学生田�小寺宏幸、

青木雅矢、駒井亮子、門谷航、寺�愛莉

◆ SWITZERLAND � C. Ciorciaro ◆

CZECH�H.Gesche◆U.S.A．�D.O’Day、
L.Harris、P.HarrisJr．、R.Shakur、B.Troian-
ello、V.Rioux、S.Rapaport、K.Garvey、T.
Vu、K.Tankhiwale、S.Knopp、D.Hirtle、
M.Bartolomei、C.Matteoli、S.Ellis、C.Guzik、
D.Preston、M.Stephen、P.Wheeler、P.Ott、
J.Ho、E.Georges、N.Tsao、R.Newcater、
L.Sheretz、K.Fisher、T.Mason、E.Wrench
◆LEBANON�S.Jadaoun、A.Bourjeily、
R.Ayoubi、H.Ayoubi◆AUSTRIA�U.Kut-
schera、S.Simek◆POLAND�M.Waga、P.

Antczak 、 S. Mendyka 、 M. Pietrasik 、 C.
Krawczynski◆SWEDEN�M.Valle、P.Jo-
hansson、A.Kajfes、E.Pihlstrom、P.Benthin、
R. Johansson ◆ FRANCE� I. Richter 、 L.
Kovari、S.Doring、H.Petitjean、I.Grynchuk、
A.Feneyrols、W.Joseph、I.Tsopokis、K.Taz-
iopoulos、J.Mallet、N.Rio、L.Joguet、D.
Lecomte、R.Pedro、F.Lecomte、T.Marinho、
B.Pedro◆ARGENTINA�S.Moreno、P.Al-
meida、M.Cardenas、A.Demartini◆AUS-
TRALIA�D.Barker、D.Barker、T.Yeung、
S.Yuen◆U.K．�A.Pavlakis、T.Kirkland、
D.Kovacs、S.Taskin、U.Degirmenli、U.Kose-
men◆NETHERLANDS�Y.Hoogervorst、
M.Zoete◆ITALY�P.Occhini、A.Bassato、
G.Conti、G.Scicolone、C.Castiglia◆GER-
MANY�S.Tomeischel、C.Peters、K.Teub-
ner、M.Kern、S.Nodewald◆中国�林津

◆RUSSIA�A.Morochko◆SOUTH AF-
RICA�C.Singmin
【初段】

◆本部道場�館圭輔、H.Arnold◆茨城支

部道場�柴田光信◆両国魂友会�板垣美

加子◆瀧田塾�本吉康昭◆正心会�増田

大樹◆月窓寺道場��田均◆健身館�上

木場秀樹、田原美砂、木村明子◆愛結会

�森愛都咲◆茅ヶ崎合気会�滑川雅之◆

吉照塾�辻正◆谷神会�濱田節子、長野

暹、数野太一、荒木幸子、東久光◆京都

合気会�立川明衣◆東京合気道秀和会�
齋藤剛◆鍬守道場�片岡彩子◆皇道館�
鳥越洋平、小早川恵摩、三浦直也、田中

直日、J.Spivey◆合気練成会�平林佑規、

大野幸浩、坪井星一、野間口崇◆山口合

気会�古川昭夫、上田貴大◆長崎合気道

会�吉迫可奈◆小松支部博心館�三宅勝

也◆小田原合気会�矢口颯◆宮崎合気道

会�今廣淳二◆合気道千葉千種道場�R.
Agazadeh、M.Gharaei、M.Mohammadbay-
ani、A.Gooranheidari、S.Habibi、M.Alami-
far、F.Kheirabady◆合気道石芯塾�鈴木

淳子、岡田優、井出修◆祥平塾�権藤大

貴、上野典子、矢野秀郎、豊本忠孝、池

田長正、井上憲吾、細越真由美、西村美

樹、白石雅美、佐多勇、西村絵梨花、グ

ローバー・グレゴリー◆合気道神戸�平

山裕子◆杉並合気会�J.Butler、S.Roberts
◆青葉塾道場�佐藤哲郎◆新宿スポーツ

センター�富山隆之◆多田塾�高松佐和

子、小林民夫、永松小夜子、行友光、藪

内由紀子、大平佳規、光嶋裕介、南原洋

子、鯉田勝紀、三浦未暖◆大阪合気会�
山尾由紀、小松千里、川中智司◆大阪合

氣塾�山�理恵、竹間豊◆京都近江合気

会�秋山一哉◆武栄会�松本茂嗣、紙野

瑞希◆北総合気会�R.Caceres◆合気道

翔道会�角厚史◆兵庫合気会�坪井史雄

◆武蔵小山道場�石川博康◆守清館�坂

口好則◆城下町合気道�石川薫◆合気道

元徳会�日�智之◆大阪府立日根野高等

学校�田代茉央、仲吉朝、西川真由、青

野真夕◆明徳義塾高等学校合気道部�安

坤◆宮崎大学合気道部�小野雅俊、大森

伊織◆慶應義塾大学湘南藤沢合気会�柳

生健二郎◆神戸女学院大学�丸山芙美香

◆川崎医療福祉大学�込山真名美◆早稲

田大学�鈴木菜月、イリアド・ルビス◆

中京大学�松浦天磨◆東京大学�坂部能

生◆東京農工大学�飯塚宏明、寺田賢吾

◆東京理科大学久喜�藤部公寛、谷口淳

哉、山崎誠可、窪田英朗◆日本体育大学

�佐藤峻彦◆福岡大学�飯塚祐作◆防衛

医科大学校�長井健一郎、�橋昌寛、福

岡湧介、佐藤優◆福井大学�宮崎智広、

望月洋子、木村和樹、松井大知、吉田彩

乃◆富山大学�林正大、藤原理恵、北岡

さゆり、熊谷俊哉、丸山和敏、島田佳央

理◆鹿児島大学医学部歯学部合気道道場

�川原裕史、上原景太郎◆東北薬科大学

�澤藤裕貴◆U.S.A．��橋義之、J.
Mcnaught、C.Recknagel、R.Turi、P.Daly、
E.O’Connor、D.Pashos、K.Schlemm、C.
Willean、C.Byrnes、D.Patterson、Y.Lee、
K.Tanis、R.Czarniawski、J.Sullivan、K.Frei-
berg、 J.Rodriguez、S.Persaud、P.Berger、
J.Lofton、J.Graziano、P.Josephs、P.Rock-
wood、J.Goldberg、T.Carta、M.Carta、A.
Eisenberg、M.Hallock、C.Kozoll、J.Smith、
R.Betancourt、C.Grande、J.Hrynuk、M.Ka-
lich、B.Kaser、R.Murphy、E.Oberlin、K.
Osbun、M.Tsakiris、B.Williams、H.Clawson、
R.Esquerra、S.Evans、P.Ivanov、T.Koyama、
E.Mullins、N.Mullins、S.Murphy、J.Nelson、
C.Pearlman、J.Reed、W.Renee、J.Wands、
E. Willey ◆ AUSTRIA� P. Krimbacher ◆
FRANCE�J.Casta、L.Munier、E.Aupetit、
A.Feneyrols、W.Joseph、A.Blot、J.Asse-
lineau、 J. Mallet、N. Rio、L. Joguet、E.
Voznyuk、L.Jacob、N.Kastanas、O.Simou、
T.Panagioratis、D.Xagoraris、S.Veskos、
M.Farfarelos、T.Marinho、B.Pedro、K.Biro、
D.Micsinai、T.Doras、S.Colson、L.Pereira、
F.Borges、J.Rodrigues、J.Pereira、L.Duarte、
R.Cabrita◆FINLAND�K.Korhonen、N.
Lagus、J.Linden、J.Lahde◆ARGENTINA
�C.Vazquez、A.Rubio、D.Mora、D.Lab-
rousse、H.Diaz、J.Coral、J.Minich、J.Baeza、
M.Ballesteros、C.Arganaras、L.Pintos、P.
Biscayart、D.Shiroma、E.Gonzalez、P.Ver-
dicchio、E.Bernard、L.Gonzalez、R.Carril、
C.Flores、J.Szlagowski、F.Albanese◆SWE-
DEN�A.Adlercreutz◆中国�司徒永華、

李大衞、D.Vovil◆AUSTRALIA�高畠英

明、N.Spilsbury、L.Simons◆U.K．�J.Dau-
rat、P.Haynes、S.Meddings、D.Milford◆
TURKEY�E.Sahillioglu、A.Unal、T.Yuk-
sekten、T.Kavak、M.Polat、S.Kefoglu、C.
Arslantas、N.Bahadirli、T.Balci、T.Erdogan
◆POLAND�T.Chmiel、S.Mizgala、P.Gac-
zynski、G.Pawlak、M.Mlynaryk、Z.Kozera、
S.Gorski、K.Tomczyk、M.Wawrzyniak、
E. Hlebowicz ◆ NETHERLANDS � G.
Tjaberings、A.Vark、R.Schwagermann、
M.Brummelen、D.Bunt、H.Vedder、H.Tess-
ers◆LEBANON�M.Mansour、J.Antar、
G.Malkoun、T.Ohanian◆GERMANY�G.
Wiltfang、T.Dietze、M.Schmidt、J.Baumann、
D.Koslitz、I.Burant、B.Kontek、S.Popovic、
A.Bade、M.Borgiel◆ITALY�C.Castiglia、
G.Corsaro、B.Rubini、M.Pupo、M.Cesati
◆CZECH� Z. Cech 、 K. Grunwald 、 M.
Balicz、E.Svienty、J.Jozif、J.Malek、M.
Horak◆SOUTHAFRICA�K.Nel、F.Rau-
tenbach、O.Chabane

各各道道場場のの昇昇段段者者
９月１５日～

１０月１４日

（公財）合気会登録

ギ
リ
シ
ャ
秋
季
講
習
会

私
（
小
林
）
は
九
月
二
四
日

か
ら
三
〇
日
ま
で
、
ギ
リ
シ
ャ

秋
季
講
習
会
に
派
遣
さ
れ
た
。

前
半
の
二
五
、
二
六
日
は
テ

サ
ロ
ニ
ッ
キ
市（
Ｍ
・
コ
ス
タ
ス

五
段
）
の
エ
ー
ゲ
海
を
臨
む
丘

に
あ
る
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
大

学
内
の
道
場
で
講
習
を
行
っ

た
。両
日
共
三
時
間
の
講
習
。会

員
は
約
八
〇
名
が
参
加
し
た
。

初
心
者
か
ら
有
段
者
ま
で
混

合
で
行
わ
れ
た
が
、
皆
真
剣
に

稽
古
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
と

て
も
好
感
が
持
て
た
。

翌
二
七
日
に
は
ア
テ
ネ
に
移

動
。ギ
リ
シ
ャ
合
気
会（
Ｅ
・
デ

ブ
リ
ン
五
段
、
Ｊ
・
ク
リ
フ
ト

六
段
）、腹
心
館
道
場
（
Ｋ
・
バ

ビ
ス
五
段
）
を
中
心
に
、
ア
テ

ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内

の
道
場
で
講
習
を
行
っ
た
。

二
日
間
と
も
三
時
間
の
講
習

で
、
会
員
は
約
百
二
〇
名
が
参

加
し
た
。
こ
ち
ら
は
有
段
者
が

多
く
、
稽
古
が
練
れ
て
い
る
印

象
を
受
け
た
。

今
回
の
講
習
会
に
は
地
元
の

ギ
リ
シ
ャ
に
加
え
、イ
ギ
リ
ス
、

ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、

ド
イ
ツ
、
日
本
等
か
ら
の
参
加

者
も
多
く
、
と
て
も
良
い
交
流

が
出
来
た
と
思
う
。

私
は
八
年
ぶ
り
の
訪
問
で
あ

っ
た
が
、
組
織
も
若
返
り
、
皆

で
同
国
の
合
気
道
を
盛
り
上
げ

て
行
こ
う
と
言
う
姿
勢
が
、
と

て
も
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
互
い

に
切
磋
琢
磨
し
、
発
展
し
て
行

く
こ
と
を
願
い
な
が
ら
全
日
程

を
終
了
し
た
。
（
本
部
道
場
指

導
部
師
範

小
林
幸
光
）

小林師範による指導

ア
ト
ラ
ン
タ
講
習
会

私
（
桂
田
）
は
、
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
佐
藤
氏
の
主
催
す
る
Ａ
Ｗ

Ａ
（
合
気
道
ワ
ー
ル
ド
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
）
の
秋
季
講
習
会
指
導

の
た
め
、
十
月
八
日
か
ら
十
四

日
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ト
ラ

ン
タ
を
訪
問
し
た
。
Ａ
Ｗ
Ａ
の

傘
下
五
十
二
団
体
の
う
ち
二
十

二
団
体
一
二
二
名
が
参
加
し

た
。十

日
二
時
間
、十
一
日
午
前
、

午
後
二
時
間
半
ず
つ
、
十
三
日

三
時
間
の
な
か
、
基
本
技
か
ら

応
用
技
ま
で
力
の
繋
が
り
方
、

間
合
い
な
ど
を
大
事
に
し
な
が

ら
稽
古
を
し
て
頂
い
た
。
二
年

ぶ
り
で
お
互
い
に
ど
の
ぐ
ら
い

変
わ
っ
て
い
る
か
な
と
楽
し
み

に
し
て
い
た
が
、
期
待
す
る
も

の
が
得
ら
れ
た
様
に
思
う
。
提

案
に
対
し
て
の
皆
さ
ん
の
反
応

も
良
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
良

い
講
習
会
と
な
っ
た
。
次
に
会

う
時
ま
で
に
更
に
成
長
す
る
こ

と
を
誓
っ
た
。
（
本
部
道
場
指

導
部
師
範

桂
田
英
路
）

◇
本
部
だ
よ
り

▽
植
芝
守
央
道
主
は
、
イ
タ
リ

ア
政
府
公
認
‥
公
益
財
団
法
人

日
本
伝
統
文
化
の
会
	
イ
タ
リ

ア
合
気
会
の
創
立
五
十
周
年
記

念
国
際
講
習
会
・
演
武
会
の
た

め
、
十
月
三
十
日
か
ら
十
一
月

五
日
ま
で
イ
タ
リ
ア
を
訪
問
さ

れ
た
。
随
行
は
鈴
木
俊
雄
・
小

山
雄
二
両
指
導
部
指
導
員
。

▽
入
江
嘉
信
指
導
部
師
範
は
、

十
一
月
十
二
日
か
ら
十
八
日
ま

で
ロ
シ
ア
の
講
習
会
に
派
遣
さ

れ
る
。

▽
小
谷
佑
一
指
導
部
指
導
員

は
、
十
一
月
二
十
日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
ロ
シ
ア
の
講
習
会
に

派
遣
さ
れ
る
。

▽
佐
々
木
貞
樹
指
導
部
師
範

は
、
十
二
月
十
日
か
ら
十
七
日

ま
で
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
講
習

会
に
派
遣
さ
れ
る
。


